
主催：つなぎ美術館（津奈木町）　協力：佐喜眞美術館　南西医療器株式会社　助成：一般財団法人自治総合センター

2023.12.2     2024.2.12

土

会 期

月
祝

上
か
ら《
福
浜
展
望
所
か
ら
の
眺
め
Ⅰ
》 

2
0
2
3
年
、《
木
々
と
山 

貯
木
場
》 

2
0
2
3
年
、《
津
奈
木・舞
鶴
城
公
園
か
ら
の
眺
め
》 

2
0
2
3
年
　
す
べ
て
作
家
蔵

アーティスト・イン・レジデンスつなぎ２０２３成果展

ISHIGAKI Katsuko



会　場 １・３階展示室 

観覧料 一般 ５００円（４５０円）
 高校・大学生 ４００円（３５０円）
 小・中学生 ３００円（２５０円）
※（　）内は２０名以上の団体料金。　
※水俣市･葦北郡内の学校による利用は事前申請により無料。
※津奈木町在住または
　津奈木町の学校に在籍する小･中学生は無料。

開館時間 １０:００～１７:００（入館は１６:３０まで）

水曜日休館（祝日の場合は翌平日） 年末年始は１２/２８から１/３まで休館します。

１９６７年、沖縄県石垣市に生まれた石垣克子は、沖縄県立芸術大学美術工芸学部美術学科を卒業すると、中学･高校･大学に非常勤講師
として勤めながら沖縄を拠点に制作を続けてきました。在日米軍専用施設･区域の約７割が集中するという沖縄県。一部では返還が
進み新たな街が造られるなど、米軍基地を巡る風景は刻一刻と変化しています。そのような中、確かに存在する基地のある日常を画家
として記録し、人々の記憶に留めるため、２０１８年に描き始めたのがシリーズ「基地のある風景」です。沖縄の基地問題が住民を分断
してきたように、津奈木町を含む水俣病の被害地域では、原因企業がもたらした経済的恩恵と健康被害が住民を分断してきたともいわ
れています。８月から「アーティスト･イン･レジデンスつなぎ２０２３」の招聘作家として約３か月間、不知火海に浮かぶ島々や周囲に
広がる山々を望みながら人々と交わり、制作に臨んだ石垣の目と心に津奈木町や近隣地域の日常はどのように映ったのでしょうか。
本展ではシリーズ「基地のある風景」と今回の滞在で描いた新作を展示します。 

《喜舎場テラスハイツ（米軍海兵隊施設）Ⅱ》  2018年  佐喜眞美術館蔵 《フェンスのある風景Ⅱ》  2023年  作家蔵

アーティスト･イン･レジデンスつなぎ2023成果展 石垣克子 海･島･山 ちつづきの暮らし2023.12.2｜土｜～202４.2.12｜月・祝｜

www.tsunagi-art.jp

つなぎ美術館
YouTube
チャンネル

肥薩おれんじ鉄道津奈木駅から徒歩１０分
九州産交バスつなぎ温泉前バス停から徒歩２分
南九州西回り自動車道津奈木ICから車で３分
ＪＲ九州新幹線新水俣駅から車で１０分
※運行状況･道路状況は事前にお調べください。
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《ちぎれ雲（牧港補給地域 キャンプ・キンザー）》  2018年  作家蔵 《幸喜公園からの眺め》  2020年  個人蔵 《３号線からの眺め・水俣》  2023年　作家蔵

関連プログラム

２００７年に出会ったふたりが作品の変遷と現在について語ります。

会場：１階展示室　参加費：観覧料　
定員：３０名（申込不要・当日先着順）

記 念 対 談  

１２月３日|日|
１４:００～１５:００

天野太郎 石垣克子
東京オペラシティアートギャラリー
チーフキュレーター

ゲスト

アーティストトーク 
アーティストの話を聞きながら展示室を巡ります。

会場：１･３階展示室　参加費：観覧料　
定員：２０名（申込不要・当日先着順）

石 垣 克 子

１２月２日|土|
１４:００～１４:３０

ゲスト
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